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緒言 本稿では，研究組織の 資源配分 ( 員数 ) と 萌発生産性 ( 論文 ) との相関，そして 組織設計 ( ミッシ 

ョン " 規模。 時限性等 ) が 源 配分と研究生産性の 関係に与える 影響の つの論点について。 産業技術総合 

究 所に所属する 研究ユニットを 対象に，定量的に 検証を行 う 。 組織設計の異なる 究 ユニット群では " 職員 

と 論文生産性との 関係を表す最大生産性曲線は 異なる傾向を 有し。 同一の組織設計における 研究ユニット 群で 

ほ " 論文生産性においてそれぞれ 適正な職員 が 存在する。 論文生産性における 線の存在が示唆さ 

己分 " 論文生産性。 限 

工 。 導入 

研究組織において。 予 中に占める人件 0 割合 @ ま大きく。 己 分ほ組織の生産， 

響を与える。 そのため，職員数の 適正規模は大変重要な 検討事項であ るが，組織 設 

随性等 ) の違いにより ，その値は大きく 異なり，一律的な 判断は困難であ る 

関 。 組織設計のあ り方について 定量的に分析し 

下塵総研と呼ぶ ) は ，内部に約 

る 。 国内最大規模の 研究組織で る 。 研究ユニット は 。 主に研究 ラ ボ，研究センター 

          ッ ション。 規模，期限等 ) に分類され， そ ぞれ異なる組織設計のもとで 自律的に運営されている。 

そこで本研究でほ ， 彦 総研に属する 各研究ユニットの 特性の違いに 着目し。 職員数と論文生産性の 相関につ 

いて定量的に 分析を行い，特性に 応じた最適な 資源配分のあ り方について 定量的に検証を 行 う " 

産 総研では，研究ラボ ，研究センタコ 研究部門など " 組 設計の異なる 研究ユニット 群を有し ，各 

ニット は ，ユニット長のもとで 自律的な運営が 行われている。 研究ラボ は ， 異 分野融合の促進。 行政二 

動的対応を目的とし ，新しい研究センタⅠ研究部門の 立ち上げに向けて 時限的に研究を 推進する 組 

。 研究センターは。 重要課 解決を目的とし ，研究資源 ( 予算。 入 。 スペース ) の優先投入を 行い。 トツ 

プダウン的なマネジメントによって 短期集中的 ( 最長 7 年 ) に研究を行 う 組織であ る。 究 部門は，一定の 継 

続 性をもった研究展開とシーズ 発掘を目 とし，ボトムアップ 型テーマ提言と 部門長のリーダーシップによる 

マネジメントによって 研究を推進する 紐 であ る。 研究 ラ ボ。 研究センターは ，必要に応じて 

いは外部機関から 職員を選抜して 設立され， 限 。 あ るいは目標達成状況により 適宜改廃， 

各研究部門，研究センターは。 ユニット長を 始めとするマネジメント 層と 。 研究グループの 

門 ではグループソーダ コ 研究センタ一ではチームリーダ 一 ), 研究員および 事務スタッフ 

いるねつの研究部門を 除く 沌 研究ラボ は ，基本的にほユニット 長 ， 副 ユニット衰と 研究員で構成されている。 
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3 。 結果 

拝 までの，各研究ユニットの 総職員数と，職員一人当たりの 平均誌上発表数を 

産 総研の公開資料。 あ るい ほ 公開データベースから 引用。 出した。 図中の点線， 

研究ラボ，研究センタⅠ研究部門の ，平均誌上発表 における最大値の 外縁を繋い 

だもの 4 以下最大生産」 陛 と 呼ぶ ) であ る。 国 より。 研究ラボ。 センタコ研究部門に 属する研究 ュ 

ニット群は。 最大生産性 においてそれぞ 異なる傾向を 有する 

名 あ たりで平均誌上発表 は 最大となり。 その前後で大きく 減 

名を超えると ， 加 に伴い平均誌上発表数は 逓減するものの ， 

究ラ ボ や 研究 セ タ一 ほど値は大きく 変動しない。 また。 研究 ラ ボ、 研究センター 

曲線を比較すると 名 以下の場合は 研究 ラ ボ。 研究セン 

えると逆転する。 全ての研究ユニットの 平均誌上発表 

線 と呼ぶ ) を形成する。 
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総職員数 ( 火 ) 

年 までの，各研究ユニットの 人当たりの平均誌上発表総職員数 ( 火 総 ) 員数と。 職員 - 員数と。 職員 - 人当たりの平均誌上発表 

花 まとめ 

組織の特性により。 研究ユニット 群の論文生産性は 異なる傾向を 有する。 究ラ ボ，研究センタⅠ 

部門共に，論文生産性において 適正規模が存在し。 研究ラボ。 研究センター は 規模による影響が 大きい。 研 

究 ラボ。 研究センターは。 名 以下において 研究部門よりも 高い論文生産性を 有するものの " 

ると、 逆に研究部門の 方が生産性が 高くなる。 また。 論文生産性における 限界曲線の存在が 示 
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